
　愛 知県議会の9月定例会は9月19日から

10月11日まで開かれ、総額約170億円の一

般会計補正予算など54議案を審議、可決し

ました。補正では、犬山市の小学1年女児が

5月に母親の内縁の夫から暴行を受けるなど

して死亡した事件を受け、県の児童相談所

と県警が児童虐待事案の情報を即時共有

できるシステムの改修費用や、三河地区にあ

る児童の一時保護所の移転整備費用など、

子どもの命を守る当面の措置を盛り込みまし

た。このほか10月末に開業するステーション

AIの整備費を、物価高騰などにより2億3千

万余円、交通安全対策として信号機の発光

ダイオード（LED）化や道路標識の更新など

で1億1400万余円などを増額。高齢者が犠

牲となる交通事故が全体の5割を超え、これ

を抑止するためのものです。

　旧優生保護法による障害者への強制不妊

手術に関して、大村愛知県知事も9月18日の

記者会見で「知事として、政治家として一連

の経過は極めて遺憾。大変申し訳ないことだ

ったと、心からおわびをしたい」と謝罪の意を

表明しました。一般質問で高木ひろし議員が

この問題を取り上げ、今後の県による検証や

人権教育のあり方を質しました。（2-3面と4面

に関連記事）

「命守る」県政へ補正
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政治不信一掃の総選挙に

わたしで最後にして
ナチスの障害者虐殺と優生思想

（合同出版）            藤井克徳         著

優
生
手
術
被
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自
民
党
の
総
裁
選
挙
を
受
け
て
石
破
茂
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、予
算
委
員
会
で
の
質
疑
も
経
ぬ
ま
ま
、い
き
な
り
解
散
・

総
選
挙
に
突
入
し
た
。
立
憲
民
主
党
は
野
田
佳
彦
元
首
相
を

新
代
表
に
選
び
、「
政
権
交
代
こ
そ
最
大
の
政
治
改
革
」

と
訴
え
、石
破
首
相
に
真
っ
向
勝
負
を
挑
ん
で
い
る
。

　
こ
の
総
選
挙
の
最
大
の
焦
点
は
、
80
人
を
超
え
る
自
民
党

安
倍
派
議
員
ら
に
よ
る
裏
金
・
脱
税
問
題
に
よ
っ
て
極
限
ま
で

高
ま
っ
た
政
治
不
信
を
ど
う
一
掃
す
る
か
だ
。
石
破
首
相
は
、

総
裁
選
挙
ま
で
の
発
言
を
次
々
に
後
退
さ
せ
て
お
り
、裏
金
問

題
の
解
明
も
政
治
資
金
の
透
明
化
な
ど
の
改
革
も
全
く
期
待

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。こ
う
し
た
や
り
方

は
、3
年
前
の
岸
田
首
相
の
時
と
全
く
同
じ
だ
。
2
度
と
同
じ

轍
を
踏
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
3
年
前
以
上
に
深
刻
な
の
は
、安
倍
政
治
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
政
治
の
腐
敗
、不
正
が
あ
ち
こ
ち
で
表
面
化
し
た
こ
と
だ
。

統
一
教
会
と
の
癒
着
は
そ
の
象
徴
的
な
も
の
だ
っ
た
。
自
民
党
は

各
議
員
の
自
主
点
検
で
お
茶
を
濁
し
て
き
た
が
、朝
日
新
聞
の

9
月
17
日
の
ス
ク
ー
プ
が
そ
れ
を
打
ち
破
っ
た
。
2
0
1
3
年
の

参
議
院
選
挙
直
前
に
、
統
一
教
会
幹
部
と

安
倍
首
相
が
自
民
党
本
部
で
会
談
を
行
っ

た
と
い
う
証
拠
写
真
だ
。
組
織
的
に
自
民
党

が
統
一
教
会
と
関
係
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て

多
く
の
自
民
党
議
員
が
支
援
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。こ
う
し
た『
壺
』

議
員
た
ち
の
再
選
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　ナチスが「優秀なドイツ民族を

残す」という優生思想に基づき、

障害者20万人以上を殺害した

T4作戦。それがユダヤ人のホロ

コーストにもつながっていった。日

本障害者協議会代表の藤井克徳

さんが、このT4作戦の跡をドイツ

に訪ねて事実を丹念に掘り起こし、

NHKドキュメンタリーとしても放

映された。元職員が障害者ら46

人を殺傷した「津久井やまゆり園

事件」など、今日にも及ぶ優生思

想の考え方を徹底的に批判。「優

生保護法は終わっても、優生保護

法問題は終わっていない」として、

障害者権利条約の立場から全面

解決への道筋を示す。

「優生思想」の根絶へ
障害者に不妊手術を強制障害者に不妊手術を強制

傍聴後に高木ひろし議員を囲む尾上夫妻（前列左から2、3人目）ら支援者の皆さん

原
告
・
尾
上
夫
妻
ら
も
傍
聴

優
生
結
婚
と
は
、
遺
伝
学
的

に
み
て
素
質
の
健
全
な
も
の
ど

う
し
の
結
婚
を
す
す
め
、
精
神

分
裂
病
、
先
天
性
聾
な
ど
の
よ

う
な
遺
伝
性
疾
患
の
素
質
が

結
婚
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の

を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
優
生
結
婚
を
す
る
に
は

自
分
な
ら
び
に
相
手
の
家
系

を
調
査
し
、
遺
伝
病
患
者
の
有

無
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い（
昭
和
47
年
「
高
等
保
健
体
育
」

大
修
館
書
店
よ
り
）

愛
知
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

高
木
ひ
ろ
し
議
員
の
質
疑
の
録
画

を
再
生
し
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

本 の紹介

　
高
木
ひ
ろ
し
議
員
が
旧
優
生

保
護
法
問
題
を
取
り
上
げ
た

9
月
30
日
の
県
議
会
本
会
議
に

は
、
国
賠
請
求
の
原
告
で
あ
る

尾
上
敬
子
さ
ん
、一
孝
さ
ん
夫
妻

を
は
じ
め
多
数
の
障
害
者
や
支

援
者
が
傍
聴
に
詰
め
か
け
た
。

　
夫
妻
は
県
立
名
古
屋
聾
学

校
で
学
ぶ
中
で
知
り
合
っ
て
結

婚
し
、理
容
店
を
営
ん
で
き
た
。

子
供
を
望
ん
で
い
た
が
、
周
囲

か
ら
強
く
反
対
さ
れ
不
妊
手

術
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
れ
を
悔

や
ん
で
裁
判
を
起
こ
す
こ
と
を

決
意
。
今
年
3
月
に
名
古
屋
地

裁
は
、優
生
保
護
法
の
も
と
で

行
わ
れ
た
強
制
的
な
不
妊
手

術
は
憲
法
違
反
だ
と
し
て
、

国
に
賠
償
を
命
じ
る
勝
訴

判
決
を
下
し
た
。
裁
判
は
、

愛
知
県
聴
覚
障
害
者
協
会（
中

嶋
卯
月
会
長
）を
は
じ
め
愛
知

障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る

障
害
者
ら
が
熱
心
に
支
援
を

続
け
て
き
た
。

　
愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ

ー
や
城
山
病
院
な
ど
か
つ
て
の

県
機
関
で
行
わ
れ
た
強
制
不
妊

手
術
の
実
態
に
つ
い
て
、元
職
員

や
医
師
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
べ
き
と
迫
る
高
木
議

員
に
、
県
保
健
医
療
局
長
ら
は

「
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
ら
」

と
受
け
身
の
答
弁
に
終
始
。一
方
、

過
去
の
「
保
健
体
育
」
教
科
書

の
記
述
（
別
掲
）を
示
し
て
「
優

生
思
想
」
の
普
及
に
加
担
し
た

学
校
教
育
の
責
任
を
問
う
と
、

教
育
長
は
「（
強
制
不
妊
を
）今

後
の
人
権
教
育
の
題
材
に
取
り

入
れ
て
い
く
」
と
積
極
的
な
方

針
を
示
し
た
。

　
2
0
1
0
年
以
来
凍
結
さ
れ
て
い
た

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
（
愛

知
県
、
名
古
屋
市
の
利
水
と
異
常
渇
水

対
策
の
た
め
、
徳
山
ダ
ム
の
水
を
木
曽
川

へ
導
水
す
る
43
キ
ロ
の
ト
ン
ネ
ル
事
業
）に

つ
い
て
、
国
は
事
業
再
開
へ
と
動
き
出
そ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
事
業
費
が
、

8
9
0
億
円
か
ら
2.
5
倍
の
2
2
7
0

億
円
に
膨
ら
ん
だ
こ
と
を
受
け
て
、高
木

議
員
が
9
月
30
日
の
本
会
議
質
問
で
、県

の
対
応
を
改
め
て
問
い
か
け
た
。

　
長
良
川
河
口
堰（
1
9
9
5
年
）や
徳

山
ダ
ム（
2
0
0
8
年
）と
一
体
の
導
水
路

事
業
は
、
根
本
的
に
高
度
成
長
時
代
の

水
需
要
の
激
増
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、

新
規
利
水
の
必
要
性
は
著
し
く
低
下

し
て
お
り
、
水
道
事
業
に
と
っ
て
は
今
後

の
巨
大
な
設
備
更
新
を
控
え
て
大
幅
な

料
金
値
上
げ
に
結
び
付
く
懸
念
も
指
摘

し
た
。

　
ま
た
異
常
渇
水
に
備
え
て
は
、
農
業

な
ど
各
種
の
既
存
水
利
権
を
融
通
す
る

シ
ス
テ
ム
や
、
目
的
別
の
既
存
ダ
ム
の
運

用
見
直
し
、
節
水
技
術
の
応
用
な
ど
、

ソ
フ
ト
で
環
境
重
視
の
河
川
行
政
へ

の
転
換
も
提
起
し
た
。

　
県
は
「
コ
ス
ト
縮
減
や
県
負
担
の
軽
減

を
国
や
水
資
源
機
構
に
働
き
か
け
る
」

と
し
て
事
業
へ
の
同
意
に
つ
い
て
は
明
言

を
避
け
た
が
、「
木
曽
川
の
既
存
ダ
ム
群

の
利
水
、
治
水
機
能
を
連
携
運
用
」
に

つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
。

2.
5
倍
の
導
水
路

県
の
姿
勢
を
問
う

県
の
姿
勢
を
問
う


